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第１ 噴火警報等の発表及び伝達 

１ 噴火警報等の種類 

活火山である安達太良山、吾妻山、磐梯山、燧ヶ岳、沼沢及び那須岳について、仙台管区気象台及

び気象庁地震火山部が発表する噴火警報等の種類は、以下のとおりである。 

（１）噴火警報 

噴火警報は、噴火に伴って発生し生命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴石、火砕流、融雪型火

山泥流等、発生から短時間で火口周辺や居住地域に到達し、避難までの時間的猶予がほとんどない

現象）の発生が予想される場合やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に、火山名、「警戒

が必要な範囲（生命に危険を及ぼす範囲）」等を明示して発表する。 

「警戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶ場合は「噴火警報（居住地域）」、火口周辺に限られる

場合は「噴火警報（火口周辺）」として発表する。 

噴火警報（居住地域）は、警戒が必要な居住地域を含む市町村に対する火山現象特別警報に位置

付けられる。 

（２）噴火予報 

噴火予報は、火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及ばな

い程度と予想される場合に発表する。 

（３）噴火警戒レベル 

噴火警戒レベルは、火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災関係機関や住民等の

「とるべき防災対応」を５段階に区分し、噴火予報・警報に付して発表する。安達太良山の噴火警

戒レベルは下表のとおり。  

なお、登山者・入山者等への対応については噴火警戒レベル表に示されるとおりであり、村は噴

火警報レベルに応じて立入規制等を行うものとする。 

 

安達太良山の噴火警戒レベル表［令和元年 9月 25日改定］ 

種別 名称 対象範囲 

レベル 

(キーワ

ード) 

火山活動の状況 
住民等の行動及び登山者・ 

入山者等への対応 
想定される現象等 

特別

警報 

噴火警報 

(居住地域) 

又は 

噴火警報 

居住地域及

びそれより

火口側 

５ 

（避難） 

居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生、あ

るいは切迫している状

態にある。 

危険な居住地域からの避難

等が必要。 

・火口から概ね４km以内の居住地域に

大きな噴石が飛散するような噴火が

発生、あるいは切迫している（火砕

流・火砕サージは居住地域近くま

で）。  

・融雪型火山泥流が居住地域に到達、

あるいは切迫している。  

【過去事例】  

有史以降の事例なし 

４（避難 

準備） 

居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生す

ると予想される（可能性

が高まっている）。 

警戒が必要な居住地域での 

避難準備が必要。  

要配慮者及び特定地域の避 

難等が必要。 

・火口から概ね４km以内の居住地域に

大きな噴石が飛散するような噴火の

可能性（火砕流・火砕サージは居住地

域近くまで）。  

・融雪型火山泥流が居住地域に影響を

及ぼす噴火の可能性。  

【過去事例】  

有史以降の事例なし 
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警報 

噴火警報 

（火口周辺） 

又は 

火口周辺警報 

火口から居 

住地域近く 

まで 

３  (入

山規制) 

居住地域の近くまで重

大な影響を及ぼす（こ

の範囲に入った場合に

は生命に危険が及ぶ）

噴火が発生、あるいは

発生すると予想され

る。 

住民は通常の生活。  

登山禁止・入山規制など危険

な地域への立入規制等。  

状況に応じて特定地域の避

難、要配慮者の避難準備等が

必要。 

・火口から概ね 2.5km 以内に大きな噴

石が飛散、火砕流・火砕サージ、融雪

型火山泥流が流下するような噴火の

発生、またはその可能性。 

【過去事例】  

1900年 7月 17日：沼ノ平火口内で

水蒸気噴火 

火口周辺 

２ （火

口周辺規

制） 

火口周辺に影響を及ぼ

す(この範囲に入った

場合には生命に危険が

及ぶ）噴火が発生、 あ

るいは発生すると予想

される。 

住民は通常の生活。  

火口周辺への立入規制等。  

状況に応じて特定地域の避

難準備等が必要。 

・火口から概ね１km以内に大きな噴石

が飛散するような噴火の発生、また

はその可能性。  

【過去事例】  

1899年 8月 24日：沼ノ平火口で水

蒸気噴火 

予報 噴火予報 火口内等 

１ 

（活火山

であるこ

とに留

意） 

火山活動は静穏。  

火山活動の状態によっ

て、火口内で火山灰の噴

出等が見られる（この範

囲に入った場合には生命

に危険が及ぶ）。 

状況に応じて火口内への立

入規制等。 

・火山活動は静穏。  

・状況により火口内に影響する程度の

火山灰や火山ガス等の噴出。  

【過去事例】 

1996年 9月：白色噴気 30m、沼ノ平中

央部で泥が噴出し直径 100mに飛散。  

2000年 2月：一時的に噴気が 300mま

で上がる 

※特定地域とは、居住地域よりも安達太良山の想定火口に近い所に位置する、または孤立が想定される集客施設を指す。居住地域より

早期に避難等の対応が必要になることがある。 

※融雪型火山泥流は積雪期のみ想定される。 

 

（４）噴火速報 

   登山者や周辺の住民に対して、火山が噴火したことを端的にいち早く伝え、身を守る行動を取っ

ていただくために発表する。 

噴火速報は以下のような場合に発表する。 

   ・噴火警報が発表 されていない常時観測火山において、噴火が発生した場合 

   ・噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引き上げや警戒が必要な

範囲の拡大を検討する規模の噴火が発生した場合（※） 

・このほか、社会的な影響が大きく、噴火の発生を速やかに伝える必要があると判断した場合 

   ※噴火の規模が確認できない場合は発表する。  

なお、噴火の発生を確認するにあたっては、気象庁が監視に活用しているデータだけでなく、

関係機関からの通報等も活用する。 

 

（５）火山の状況に関する解説情報 

   現時点で、噴火警戒レベルの引き上げ基準に達していない、または、噴火警報を発表し「警戒が

必要な範囲」の拡大を行うような状況ではないが、今後の活動の推移によっては噴火警報を発表

し、噴火警戒レベルの引上げや、「警戒が必要な範囲」の拡大を行う可能性があると判断した場合

等に、火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項を伝えるため、「火山の状況に関する解説情

報（臨時）」を発表する。 

また、現時点では、噴火警戒レベルを引き上げる可能性は低い、または、噴火警報を発表し「警

戒が必要な範囲」の拡大を行う可能性は低いが、火山活動に変化がみられるなど、火山活動の状況

を伝える必要があると判断した場合に、「火山の状況に関する解説情報」を適時発表する。 
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（６）降灰予報 

   以下の３種類の降灰予報を提供する。 

ア 降灰予報（定時） 

   ・ 噴火警報発表中の火山で、噴火により人々の生活等に影響を及ぼす降灰が予想される場合に、

定期的（３時間ごと）に発表。 

   ・ 18時間先（３時間区切り）までに噴火した場合に予想される降灰範囲や小さな噴石の落下範

囲を提供。 

イ 降灰予報（速報） 

 ・ 噴火が発生した火山（注１）に対して、事前計算した降灰予報結果の中から最適なものを抽

出して、噴火発生後５～10分程度で発表。 

   ・ 噴火発生から１時間以内に予想される、降灰量分布や小さな噴石の落下範囲を提供。 

   （注１）降灰予報（定時）を発表中の火山では、降灰への防災対応が必要となる「やや多量」以

上の降灰が予想された場合に発表。 

降灰予報（定時）が未発表の火山では、噴火に伴う降灰域を速やかに伝えるため、予測

された降灰が「少量」のみであっても必要に応じて発表。 

ウ 降灰予報（詳細） 

 ・ 噴火が発生した火山（注２）に対して、降灰予測計算（数値シミュレーション計算）を行い、

噴火発生後 20～30分程度で発表。 

   ・ 噴火発生から６時間先まで（１時間ごと）に予想される降灰量分布や降灰開始時刻を提供。 

   （注２）降灰予報（定時）を発表中の火山では、降灰への防災対応が必要となる「やや多量」以

上の降灰が予測された場合に発表。 

降灰予報（定時）が未発表の火山では、噴火に伴う降灰域を速やかに伝えるため、予測

された降灰が「少量」のみであっても必要に応じて発表。 

降灰予報（速報）を発表した場合には、予想降灰量によらず、降灰予報（詳細）も発表。 

 

降灰量階級と降灰の厚さ 

降灰量階級 予想される降灰の厚さ 

多量 1mm以上 

やや多量 0.1mm 以上 1mm未満 

少量 0.1mm 未満 

 

降灰量階級ととるべき行動等 

名称 

表現例 
影響ととるべき行動 

その他の影響 厚さ 

キーワード 

イメージ 

路面 視界 人 道路 

多量 

1mm以上 

 

【外出を控

える】 

完全に覆われ

る 

視界不良とな

る 

外出を控える 

慢性の喘息や慢性

閉塞性肺疾患（肺

気腫等）が悪化

し、健康な人でも

運転を控える 

降ってくる火山灰

や積もった火山灰

をまきあげて視界

不良となり、通行

がいしへの火山灰

付着による停電発

生や上水道の水質

低下及び給水停止

のおそれがある 

この表と次表は同じ
内容なので、 

どちらか一方の表の
みでよいと考える 
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目・鼻・のど・呼

吸器などの異常を

訴える人が出始め

る 

規制や速度制限等

の影響が生じる 

やや 

多量 

0.1mm≦ 

厚さ＜1mm 

 

【注意】 

白線が見えに

くい 

明らかに降っ

ている 

マスク等で防護 

喘息患者や呼吸器

疾患を持つ人は症

状悪化のおそれが

ある 

徐行運転する 

短時間で強く降る

場合は視界不良の

おそれがある 

道路の白線が見え

なくなるおそれが

ある（およそ 0.1

～0.2mmで鹿児島

市は除灰作業を開

始） 

稲等の農作物が収

穫できなくなった

り※１、鉄道のポ

イント故障等によ

り運転見合わせの

おそれがある 

少量 0.1mm未満 
うっすら積も

る 

降っているの

がようやくわ

かる 

窓を閉める  

火山灰が衣服や身

体に付着する 

目に入ったときは

痛みを伴う 

フロントガラスの

除灰 

火山灰がフロント

ガラスなどに付着

し、視界不良の原

因となるおそれが

ある 

航空機の運航不可
※１ 

※１ 富士山ハザードマップ検討委員会(2004)による設定 

 

（７）火山ガス予報 

   居住地域に長期間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合に、火山ガスの濃度が高ま

る可能性のある地域を発表する。 

 

（８）火山現象に関する情報等 

噴火警報・予報、噴火速報、火山の状況に関する解説情報、降灰予報及び火山ガス予報以外に、

火山活動の状況等をお知らせするために発表する。 

ア 火山活動解説資料 

    写真や図表等を用いて、火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項等について解説するた

め、臨時及び定期的に発表する。 

イ 月間火山概況 

    前月一ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめ、毎月上旬に発表する。 

ウ 噴火に関する火山観測報 

噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・

噴火に伴って観測された火山現象等）を噴火後直ちにお知らせするために発表する。 

 


